
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成２２年 ５月２０日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：現代の食環境はファーストフードと加工食品に満ちあふれている。現

代人の食物に対する態度，感情，食行動はおおきく変化しつつある。本研究は，このような変

化を観察・測定する手段として，携帯電話の通信機能を活用したシステムを構築することを目

的とする。構築されたシステムを用いて大学生の食行動を観察し，その心理的特徴について検

討した。また行動改善に向けた介入方法について検討した。  
 
研究成果の概要（英文）：In the past few decades, there has been a wide-reaching diffusion 
of fast food as well as industrially processed foods in Japan. In line with this diffusion, 
perceptions and attitudes about food among Japanese consumers have also changed. 
In order to examine these changes, we set up a system to record eating habits in 
everyday life using functions of data communications of cell-phones. By observing 
eating habits of university students using this system, we examined their 
psychological characteristics and tried to make intervention in order to modify their 
eating habits. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度  1,400,000 420,000 1,820,000 

２００８年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

２００９年度 500,000 150,000 650,000 

年度    

  年度    

総 計 3,100,000 930,000 4,030,000 

 
 
研究分野：心理学，食行動科学 

科研費の分科・細目：生活科学・食生活学 

キーワード：食行動，携帯電話，インターネット，食の問題行動，介入，大学生 

 
１．研究開始当初の背景 
 現代の食環境はファーストフードと加工
食品に満ちあふれており，現代人の食物に対
する態度，感情，食行動はおおきく変化しつ
つある。しかしながらその変化の諸相を精査

する研究は少ない。それ故に，食にかかわる
諸問題も，その原因，背景，改善の為の方略
がみえてこない。本研究はそのような問題意
識，現状認識の元に立案された。 
 現代社会は高度に情報化の進んだ社会で
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ある。多くの現代人は携帯電話を所有し，そ
の通信機能を活用し日々の生活を送ってい
る。本研究は，この新たな生活習慣を利用し，
現代人の食行動の実際を測定することを試
みることを意図した。 
 
２．研究の目的 
(1) 食の問題行動を測定する新たな試みと
して，参加者が，携帯電話で撮影した食卓写
真を参加者別に設置されたウェブ上のサイ
トに送付し，食事日誌を作成するという方法
を基礎とする，食行動の観察・記録システム
の構築を第１の目的とした。より具体的には，
SNS（ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム）を構築するアプリケーションである
OpenPNE を用いて，参加者個別の食事日誌を
構築し，その日誌上で参加者とアドバイザリ
ーボードとが交信をはかるというシステム
である。 
 
(2)若年母親層における食の実態を測定し，
その特徴を検討することを第２の目的とし
た。これはインターネットを介した調査によ
る。就学前幼児を養育中の母親世代は団塊世
代の子世代と重なるだけでなく，1970 年代以
降急速に進行した「飽食」環境下で育った世
代でもある。歴史上，最初の飽食世代が世代
交代を行いつつあるということができる。 
 
(3)食の問題行動の改善に向けた効果的な介
入方法について検討することを第３の目的
とした。今回は「食事バランスガイド」の知
識を獲得させる方法に限定し，その効果的な
教授方法について検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) ウェブサービスを提供する会社と契約
し，画像を中心とする SNS アプリケーション
である OpenPNEを設置させ，大学生を対象に，
OpenPNE上に，参加者個別の食事日誌を掲載
させた。またアドバイザリーボードを設置し，
食事写真を中心に，平行して実施した心理テ
ストの結果を参照しながら，参加者へのアド
バイス，質疑応答を試みた。 
 
(2)若年母親層を対象としたウェブ調査をお
こない，その特徴を検討した。特に，子の食
の問題行動との関連性に焦点を当てた。 
 
(3) 食事バランスガイドを用いた食事分析
を，自らで行うことができることを目的とし
た E-learning教材を開発し，ASP である
SurveyMonkey 上で使用させた。これは step 
by stepの学習方法と，即時強化さらに参加
者個別の学習スピードの保証という三原則
を基礎として作成したものであった。 
 

４．研究成果 
(1) 数度にわたる修正を経て，システム構築
をおこなった結果，当初予定のシステムをほ
ぼ構築することができた。 
 図１は本システムの仕様を概略したもの
である。参加者に対して，事前に，十分な説
明を行い同意を得た者に対して暗証番号を
与える。それ以降，参加者は匿名（暗証番号）
で参加することとなる。これは介入手段の一
つとして参加者相互の意見交換・交信を将来
的に予定していたことによる（本研究の範囲
では十分な検討はできなかった）。 

図 2 は，進行状態を模式的に示したものであ
る。送信された画像は自動的に食事日誌に貼
り付けられ，送信者には平行して，文字情報
の送信が求められる。またアドバイザリーボ
ード側との交信（質疑応答）もこのサイト上
で行われる。 

 本システムは研究期間終了後の現在（2010
年度）も稼働しており，2010年度においては
新たなメンバーから成るアドバイザリーボ
ードを設け，新たな介入操作を試みる予定で
ある。またシステム構築を主目的とした本研
究においては，参加者を大学生としたが，
2010年度においては「小さな子をもつ母」を
対象とした食行動測定（ならびに介入）を予
定している。 



(2)若年母親層を対象としたウェブ調査をお
こない，その特徴を検討した。 
 食習慣は幼児期にその基礎が形作られる。
そこで就学前乳幼児を養育中の母親の偏食
傾向と，子の食の問題行動との関連について
検討した。その結果，母親の偏食傾向と，子
の「酸味のある食物を食べないこと」「食べ
たことのないものを食べようとはしないこ
と」「食べている(食べられる)食物の種類が
少ないこと」「気にいった食物だけを何日に
もわたって集中的に食べること」「いつまで
も口の中でモグモグさせて，なかなか飲み込
まないこと」「食事中に水やジュースを大量
に飲むこと」「食べることを楽しんでいるよ
うに思えないこと」とが正相関することが判
明した。子の食行動上の諸問題が母親の偏食
傾向を反映している可能性を示唆するもの
であった。 
 427名の参加者を，団塊ジュニア世代，旧
世代，新世代と分けて比較すると，子の食の
問題行動得点は団塊ジュニア世代がもっと
も高く(4.79),これに旧世代(4.19),新世代
(3.89)がつづいた(p<.05)。 
 
(3)新たに作成した「食事バランスガイド」
E-learning教材に対しては，200 名を超える
参加者を得た。その結果を元に，E-learning
教材の内容を再考し，改訂版を作成した。今
回使用した SurveyMonkey は，オンラインに
よるアンケート調査等に使用されるサービ
スである。今回はそのページ切り替え機能を
活用し，問題の提示→（参加者による）解答
の送付→正解の提示・解説というユニットを
1 単位として，段階的に「食事バランスガイ
ド」の理解させていくという構成をとった。
最終段階では，自らの食事内容を報告させ，
それを自らで分析するということを行わせ
た。 
 
(4)結果のまとめ 本研究では，OpenPNEを用
いた食事日誌の構築，食態度・食行動に関す
る心理テストのオンライン上での実施（今回
は独自にプログラミングしたが，今後は
SurveyMonkey を使用していく予定である），
「食事バランスガイド」を理解するための
E-learning 教材の開発とその実施をおこな
った。また研究対象は大学生と就学前幼児を
養育中の母親であった。全体としてややまと
まりにかける研究進行であったが，それらに
共通するものはインターネットの積極的活
用であった。多くの人たちが個人所有してい
る携帯電話の通信機能を活用した食事デー
タの収集は，十分に実用的なものであった。
さらに携帯電話からアクセス可能な個人の
食事日誌サイトを介したアドバイザリーボ
ードとの交信も，実際的なものとなりえた。
今後においては，インターネット＋携帯電話

を活用することによって，より効率的なデー
タ収集ならびに介入操作を行っていくこと
が期待される。 
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